	平成24年度用
中学校理科教科書
	未来へひろがる サイエンス　　観点別特色一覧表
	

	１ 理科の目標
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１. 検定基準に基づき，教育基本法(第２条)に示された「教育の目標」に一致した編集が行われているか。
	■幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度など(第１号)
・実生活における活用や論理的な思考力の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を心がけています。

・学習したことや身のまわりの事象への疑問などを探究する手法を紹介することを通して，真理を究める態度を育成するようにしています。
	●知識と教養

[各学年] 本文の記述全般，[各学年] マイノート

●探究する手法

きみも科学者([１年]p.204-211  [２年] p.222-227  [３年] p.232-237)など

	
	■個人の能力の伸長，職業や生活との関連の重視など(第２号)
・発展的な学習内容を数多く紹介し，個に応じた学習に対応しています。
・「科学の広場」で，身近な生活に関連した話題を紹介しています。
・「はたらく人に聞いてみよう」で，理科の学習が身のまわりの生活にどのように生かされているかを紹介しています。
	●発展的な学習内容

[１年] p.46，66，94-95など

●科学の広場
[１年] p.130，162，181など

●はたらく人に聞いてみよう
[１年] p.32，139など

	
	■正義と責任，男女平等，自他の敬愛と協力，公共の精神など(第３号)
・安全上の留意点に配慮し，個々が責任感をもって観察や実験を進められるよう手順を丁寧に示しています。([１年]p.98-105  [２年]p.106-107)
・男女の役割を固定せず，生徒一人ひとりが互いに協力しながら観察・実験・考察等を進めていけるよう配慮しています。
・デザインや配色にあたっては，色覚の個人差を問わず，より多くの人に必要な情報が伝わるよう心がけています。

	
	■生命を尊び，自然を大切する態度，環境保全への寄与など(第４号)
・動物を観察する活動では，動物に負担をかけないように，手早く行い，傷を付けないように注意を促しています。
・生命の歴史や連続性について紹介し，命の尊さを実感できるようにしています。
・低学年では，環境への意識の芽生えを大切にし，高学年では持続可能な社会の実現に集約していくことができるように，全学年に渡って適所に環境に関する話題などを紹介しています。
	●動物の観察

[２年] p.39，43など

●命の尊さ

[２年] p.52-53など
[３年] p.①-②，2-3など

●環境への意識の芽生え，持続可能な社会

[１年] p.①-④，154-155など
[２年] p.56-57，69，102-104など
[３年] p.103，181-231など

	
	■伝統と文化の尊重，郷土愛など(第５号)
・「科学偉人伝」や「近代科学・技術の発展」([３年]p.240-242)で，自然科学・科学技術の発展に大きく貢献した科学者や技術者を紹介しています。
・「先人の知恵袋」で，昔の人が見つけた知恵や現在まで受け継がれているさまざまな工夫などを紹介しています。
・「地域資料集」で全国のさまざまな地域の自然や話題を取り上げ，郷土と我が国を愛する心を育むようにしています。
	●科学偉人伝

[１年] p.48，58，185など

●先人の知恵袋

[１年] p.83，152，200など

●地域資料集

[１年] p.212-237
[２年] p.228-241

	２. 学習指導要領の改訂の趣旨が適切に反映されているか。
	■科学的な思考力・表現力の育成(分析・解釈，活用・応用)
・基本的な知識や技能の定着を図り，身に付けた知識・技能を活用・応用する力や，科学的な思考力・表現力を育成するために，各学年ともに「本冊」と「マイノート」の新しい構成にしています。

	
	■科学を学ぶことの意義や有用性
・科学を学ぶことの意義や有用性の実感，科学への関心を高める観点から，日常生活や社会との関連を，「科学の広場」，「はたらく人に聞いてみよう」，「終章(ひろがる世界／未来へひろがるサイエンス)」などで，幅広く取り上げています。
	●科学の広場
[１年] p.130，162，181など

[２年] p.69，118，143，194など

[３年] p.45，103，132，192など
●はたらく人に聞いてみよう
[１年] p.32，139
[２年] p.26，81，160，217
[３年] p.95，113，187，193
●終章
[１年] p.50-51，154-155，202-203など

	２ 創意工夫
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．興味・関心をもって学習に取り組めるように工夫されているか。
	■導入部の工夫

・各学年の最初のページは，「ガイダンスページ」を設定し，課題意識をもちながら，これからの理科の学習へいざなっています。

・各単元の最初のページは，見開きのダイナミックな紙面の「単元導入」によって，単元の学習への興味・関心を喚起し，各章の最初のページは，大きな写真やイラストによる導入部を設定して，学習への動機付けを行っています。
	●ガイダンスページ
[１年] p.①-④  [２年] p.①-②  [３年] p.①-②

●単元導入
[１年] p.14-15，52-53，106-107，156-157など

●章の導入
[１年] p.16，23，28など

	
	■題材や話題の工夫

・魅力的で質の高い写真や，資料性の向上によって，興味・関心を高めるとともに，学習内容への理解が深まるように工夫しています。

・コラムの充実によって，学習内容と関連した効果的な題材や話題の提供を行い，学習への興味・関心をよりいっそう高めることができるようにしています。
	●魅力的な写真・資料

[１年] p.23，76-77，82-83，131，212-237など
[２年] p.4，27，36-37，58-59，110-114，220-221，228-241など
[３年] p.2-3，26-27，68-69，148，214-217，238-242など

※コラムの充実の具体例は，「２ 創意工夫」－「４．学習の意義や有用性」の項をご参照ください。

	２．基礎・基本の確実な習得と定着が図られ，適切な評価が行われるための配慮はされているか。
	■丁寧な本文の記述

・重要語句の定義や観察・実験のまとめなど，丁寧でわかりやすい本文の記述によって，基本的な理解の定着が図れるようにしています。
	[１年] p.26-27，59-61，134-136，160-161など

[２年] p.20-21，82-83，128-130，214-216など

[３年] p.8-9，28-29，81-83，142-143，200-202など

	
	■既習内容の確認と学習の見通し

・各単元の最初のページ(単元導入)では，「この単元に入る前に」で既習事項を思い出し，「単元のねらい」を確認することで，見通しをもって学習を進めていくことができるようにしています。

・単元内では，随所に「ふり返り」を設け，小学校での学習をはじめとする既習事項を確認しながら丁寧に展開しています。
	●この単元に入る前に，単元のねらい

[１年] p.14，52，106，156

[２年] p.2，58，112，164

[３年] p.2，26，72，120，182

●ふり返り

[１年] p.116，135，158，184など
[２年] p.12，34，60，166，202など

[３年] p.4，10，56，74，108，122など

	
	■基礎・基本の確実な習得と評価

・マイノートの「基本のチェック」では，「用語のチェック」で基本的な理科用語を，「理解度チェック」で基本的な学習内容を確実に定着できるようにしています。

・「学習のまとめ」では単元全体の基本的な学習内容の確認や整理，復習ができ，マイノートの「力だめし」で単元全体の学習内容の到達度を図ることができます。

・マイノートを回収して点検することにより，生徒の学習履歴や定着度が確認でき，評価の材料として用いることができます。
	●基本のチェック

[マイノート１年] p.5，7，9，11，17，19，21，27，29，31，33，39，41，45など

●学習のまとめ

[１年] p.49，93，153，201
[２年] p.55，101，161，219
[３年] p.23，67，117，177-178，229

	３．主体的な問題解決を通して，思考力・表現力を養うとともに，言語活動の充実への対応も図っているか。
	■主体的な問題解決による科学的な思考力の育成

・単元内の構成は，学習課題を軸とした問題解決の流れを繰り返し，主体的で探究的な学習サイクルによって，科学的な思考力が身に付くようにしています。

・単元での学習内容をさらに探究する場として，各学年の巻末に「きみも科学者」を設け，「探究の道しるべ」で一連の探究の流れをわかりやすく示しています。
	●問題解決の流れ

[１年] p.28-31，59-63，108-113，158-162など

●きみも科学者(探究の道しるべ)

[１年] p.204-205  [２年] p.222-223  [３年] p.232-233



	
	■書く作業を通した，考え，表現する力の育成

・本冊の適所に，考察の場面(予想してみよう，考えてみよう，話し合ってみよう など)を設定して主体的な学習を促し，これらの場面にリンクしたマイノートを使って，自分の考えをまとめたり，表現したりすることができるようにしています。これにより，言語活動の充実やコミュニケーション能力の育成などの基盤を築くように心がけています。

・マイノートの「スキルアップ」を使って，スケッチのしかたやグラフのかき方，圧力の計算や回路図の作図など，理科で必要とされるスキルを磨くことができるようにしています。

・観察・実験の結果や考察，感想などをまとめ，表現する際の一例として，適所に「わたしのレポート」を掲載しています。
	●考察の場面にリンクしたマイノート

[１年] p.24と[マイノート１年] p.6，
[１年] p.54と[マイノート１年] p.16，
[１年] p.125と[マイノート１年] p.28など
[２年] p.168と[マイノート２年] p.36，
[２年] p.206と[マイノート２年] p.42など

●スキルアップ

[１年] p.6と[マイノート１年] p.2，
[１年] p.186と[マイノート１年] p.42，
[１年] p.193と[マイノート１年] p.44など
[２年] p.171と[マイノート２年] p.36など

●わたしのレポート

[１年] p.7，86，112，160
[２年] p.78，158，182，190など
[３年] p.35，57，76，108，199など

	４．学習の意義や有用性を実感でき，活用・応用へと深める工夫はされているか。
	■実社会・実生活とのつながり

・「科学の広場」，「はたらく人に聞いてみよう」，「科学偉人伝」，「先人の知恵袋」の４つのコラムで，学習したことを実社会・実生活の事物・現象と関連付けることにより，理科を学ぶ意義が理解できるとともに，有用性を実感できるようにしています。

・本文の脚注を使って，関連する話題を「豆知識」として紹介しています。

・各単元末には「終章(ひろがる世界／未来へひろがるサイエンス)」を設け，実生活と関連する内容や最新の科学技術を紹介し，学習が広がり，また，深まるようにしています。


	●科学の広場
[１年] p.130，162，181など
[２年] p.69，118，143，194など
[３年] p.45，103，132，192など
●はたらく人に聞いてみよう
[１年] p.32，139
[２年] p.26，81，160，217
[３年] p.95，113，187，193
●科学偉人伝
[１年] p.48，58，185

[２年] p.5，54，218など
[３年] p.19，85，92など
●先人の知恵袋
[１年] p.83，152，200
[２年] p.88，147
[３年] p.46，110，150，203，210
●豆知識
[１年] p.31，114，162，178など
●終章(ひろがる世界／未来へひろがるサイエンス)

[１年] p.50-51，94-96，154-155，202-203など

	
	■活用力・応用力の育成

・マイノートの各単元末の「力だめし」や各学年末の「学年末総合問題」では，基本事項を組み合わせて活用したり応用したりする問題などを設定することで，総合的な力が養えるようにしています。

・学習した内容を活用・応用して考える「クイズ」を，適所の脚注に設けました。
	●力だめし

[マイノート１年] p.12-14，22-24，34-36，46-48など

●学年末総合問題

[マイノート１年] p.50-51
[マイノート２年] p.48-49

[マイノート３年] p.56-57

●クイズ

[１年] p.47-48，124-126，167-168など

	３ 内容の選択・扱い
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１. 日常生活にかかわる内容を扱っており，実感を伴う理解を図ることができるか。
	■身近な事物・現象からの導入
・巻頭のガイダンスページや単元・章の導入など，学習の導入場面で，日常生活に見られる事物・現象を積極的に紹介することにより，生徒が学習内容を身近にとらえ，主体的な学習活動を行うことができるようにしています。
	[１年] p.①-④，2-3，106-107，108，156-157，174など
[２年] p.①-②，60，114，166，192など
[３年] p.2-3，120-121，122，148，196など

	
	■理科と生活とのつながりについての実感を伴った理解
・「科学の広場」や「はたらく人に聞いてみよう」，各単元末の「終章(ひろがる世界/未来へひろがるサイエンス)」などで，学習したことを日常生活の事物・現象と関連付けることにより，習得した規則性や法則を理解し，理科を学ぶ意義が実感できるとともに，いっそう理科への興味を高めることができるようにしています。
	●科学の広場

[１年] p.66，120，130，162など
[２年] p.69，79，118，169，184，194，207など
[３年] p.22，32，45，103，132，169，192，212など

●はたらく人に聞いてみよう

[１年] p.32など
[２年] p.26，160，217など
[３年] p.95，113，187，193

●終章

[１年] p.50-51，154-155など
[２年] p.102-104など
[３年] p.179-180など

	２. 生命を尊重し，自然を愛する心情を育むことができるか。

	■生命を尊重する配慮
・観察・実験で動物を扱うときには，動物に負担をかけないように，手早く行い，傷を付けないように注意を促すなど，生命を尊重するように配慮しています。([２年] p.20，39，43)
※生命を尊び，自然を大切にする態度等については，「１ 理科の目標」－「１. 教育基本法」の項をご参照ください。

※環境の保全については，「６ 今日的課題への対応」－「１. 環境教育(ESD:持続可能な開発のための教育)」の項をご参照ください。

	３. 自然災害や防災に関する内容は，適切に扱われているか。
	■自然災害と防災
・地震などのしくみを学習したうえで，自然災害について考えるように展開しています。また，具体的な情報や地域の資料を扱うことで，生徒が主体的に防災を意識することができるようにしています。
	●自然災害と防災

[１年] p.64-71，96など
[２年] p.69，97-98など
[３年] p.204-213など

●地域資料集

[１年] p.212-237
[２年] p.228-241

	４. ものづくりや継続的な観察などの直接体験は，適切に取り上げられているか。
	■学習を実感できる「ものづくり」
・身近な材料を使った「ものづくり」を通して学習を進めたり，学習の成果を受けて「ものづくり」に取り組む例を取り上げています。
	[１年] p.139，173，174，182，208-211など
[２年] p.75，149，211，226など

[３年] p.88-89，116，160など

	
	■継続的な観察・観測
・生物の行動や成長，気象や天体について，時間に伴う変化のようすや対象とする事象の全体像を把握する学習の機会として，「継続観察」や「定点観測」を設定するのに加えて，資料として効果的な連続写真などを示しています。


	●生物の継続観察

[１年] p.3，5，19-20，21など
[２年] p.37，224など
[３年] p.4，5，10-11，234，237など
●気象の定点観測

[２年] p.60，66，71，76-78，225など

●天体の定点観測

[３年] p.30-31，33，36，39，42，53-54，56-57，62など


	５. 他教科や総合的な学習の時間との関連は図られているか。

	■数学科との関連

・計算が不得意な生徒にとって苦手となりがちな濃度や圧力の学習で，マイノートに式の立て方や計算の途中の式を示すことで，生徒がそれらの計算能力を身に付ける助けとなるようにしています。

・密度や圧力の学習での小数の計算など，理科で必要とされる小学校算数や中学校数学での学習内容を，「理科でよく使う算数・数学」で取り上げることで算数・数学との関連を図り，計算が不得意な生徒の学習の助けとなるようにしています。

	●マイノート

[１年] p.134と[マイノート１年] p.30，[１年] p.193と[マイノート１年] p.44

●理科でよく使う算数・数学

[１年] p.240-241


	
	■社会科との関連

・社会科との関連として，１･２年の地域資料集では，地域の気候とくらしの関係や，地域の文化に関する内容も扱っています。
	●地域資料集

[１年] p.212-237
[２年] p.228-241

	
	■総合的な学習の時間との関連

・総合的な学習の時間では，「科学の広場(活動)」や，各巻の巻末に設けている「きみも科学者」を活用できます。「科学の広場(活動)」は，生徒が主体的に観察や実験を行えるテーマとしても設定しています。また，「きみも科学者」では，生徒が自ら課題を発見し，解決していき，発表する能力を育成できるような構成にしています。
	●科学の広場(活動)
[１年] p.173，199
[２年] p.17，19，75，211など
[３年] p.103，160など
●きみも科学者

[１年] p.204-211
[２年] p.222-227
[３年] p.232-237

	４ 内容の構成・配列・分量
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．単元は系統性を踏まえて組織的に構成され，小学校や中学校の他学年，高等学校との連携も配慮されているか。
	■系統性を踏まえた構成

・新課程の理科は，小学校から高等学校まで４つの領域で構成されています。小・中・高の継続的な系統性をもった学習が効果的に行えるように，各学年ともに４つの領域を「生命・地球編」と「物質・エネルギー編」に分けて，紙面にインデックスを設けて視覚的にも系統性をわかりやすく表現しています。

・新課程の中学校理科教科書は，分野別から学年別になりました。学年別になった利点を生かし，「つながるページ」で分野をこえての参照を示しています。また，３年の最終単元は１つの「環境編」にまとめています。これにより，両分野を融合した，より効果的な学習が期待できます。
	●つながるページ

[１年] p.40と124など
[２年] p.14と118など
[３年] p.176と200

●環境編

[３年] p.181-231

	
	■小・中・高の連携への配慮
・適所に小学校での学習を思い出させる「ふり返り」を設定し，各学年の最後にその学年での学習をふり返り，次学年や高等学校への連携を行う場面を設定しています。
	●ふり返り，上位学年への連携

[１年] p.14，25，135，158，246-247など
[２年] p.12，60，140，166，248-249など
[３年] p.10，56，96，248-249 など

	２．年間の標準授業時数で指導できるように構成されているか。
	■余裕をもたせた配当時数

・学習指導要領の内容・取り扱いを十分に検討し，配当時数は余裕をもって指導できるように設定しています。

・２学期制にも対応できるように，単元の各章ごとに，マイノートに「基本のチェック」を設定し，きめ細かく学習内容の定着を確認できるようにしています。
	●年間配当時数

１年(標準授業時数105)  配当時数97   予備時数8

２年(標準授業時数140)  配当時数120  予備時数20

３年(標準授業時数140)  配当時数112  予備時数28

	３. 単元の構成は，多様なカリキュラムに対応できるようになっているか。
	■多様なカリキュラムへの対応

・新課程では，各学年の単元指導順の並べ替えが可能になりました。そこで，多様なカリキュラムに対応できるように，教科書で単元の指導順序を固定してしまうのではなく，「つながるページ」などを活用しながら，指導順序の入れ替えがスムーズに行える構成や工夫を施しています。

・「生命・地球編」と「物質・エネルギー編」で構成しているため，並行履修にも対応しやすくなっています。
	●年間指導計画案

教科書の単元配列順序とは別に，教科書を指導していただく際の「年間指導計画案」を設定しています。

	４. 基礎的・基本的な内容が定着する構成になっていて，その分量は十分か。
	■基礎的・基本的な内容の定着と活用

・マイノートの「基本のチェック」は，基本的な理科用語や学習内容が確実に定着できるように，各章1ページ程度の充実した問題で構成しています。

・本冊の単元末には，「学習のまとめ」を設定し，単元全体の基本的な学習内容の確認，整理，復習ができるようにしています。

・マイノートにある単元末の「力だめし」(３ページ)や「学年末総合問題」(２ページ)によって，習得した基本事項を活用する力へと育てることができます。
	●基本のチェック

[マイノート１年] p.5，17，27，39など

●学習のまとめ

[１年] p.49，93，153，201など

●力だめし

[マイノート１年] p.22-24，34-36など

●学年末総合問題

[マイノート１年] p.50-51など

	５．学習を効果的に進めるための資料は十分か。
	■充実した資料

・話題性に富んだ資料から，役立つ資料まで，「サイエンス資料」として充実した資料を紹介しています。

・地域に根づいた話題・資料などを「地域資料集」に盛り込んでいます。
	●サイエンス資料

[１年] p.12-13，98-105，238-242など

●地域資料集

[１年] p.212-237 
[２年] p.228-241

	６．生徒の発達段階に応じた配慮がなされているか。
	■発達段階への配慮

・小学校理科の教科書は１つの単元が小さく，また，文字も少なくて図や写真を中心に構成されています。小学校理科との格差を解消するため，１年の最初に「身近な自然に目を向けてみよう」という小さな導入の単元(序章)を設定し，中学校理科の学習にスムーズに入っていけるように配慮しています。
	●１年 身近な自然に目を向けてみよう(序章)

[１年] p.2-11

※序章では，大きな文字を使用して，小学校理科の教科書に近い紙面にしています。

	７．生徒の個人差に配慮して，個に応じた学習に対応できるように工夫されているか。
	■個に応じた学習への対応
・観察・実験をより主体的に進めることができるように，素材や方法を生徒が選択するタイプの観察・実験を設けています。

・生徒がつまずきやすい箇所では，適宜「なるほど」というコーナーを設定して，丁寧に解説をしています。

・高等学校との関連に配慮し，生徒の興味・関心に応じて，学習指導要領の範囲をこえた内容を発展マークをつけて紹介しています。
	●選択タイプの観察・実験

[１年] p.17，25，123，128-129など

●なるほど
[１年] p.30，162など
[２年] p.17，62，133など

●発展的な学習内容

[１年] p.44，66，136，167，197，202など

[２年] p.8，51，54，74，127，210，214など

[３年] p.20，41，59，83，100，101，158など

	５ 観察・実験などの活動
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．目的意識をもって，主体的に観察・実験を行うことができるか。
	■目的意識をもたせる工夫
・観察・実験のタイトルは，学習課題や「予想してみよう」などを受け，何を調べるのかを明確に示しています。
・方法では，まず，観察・実験の大まかな流れをフローチャートで示しています。概要を理解して観察・実験を進めることができるため，目的意識をもって主体的に取り組めます。
	[１年] p.17，25，59，81，111，119，159，195など
[２年] p.6-7，12-13，63，67，115，121，167，172-173など
[３年] p.6-7，31，33，75，79，123，127，191など

	　
	■結果と考察の明確な区別
・観察・実験から直接わかる「結果」と，結果から考えられる「考察」を分けて示しています。これは，一般的なレポートや自由研究(きみも科学者)のレポートなどの項目ともそろい，指導に即した形になっています。
	[１年] p.17，35，59，84，111，137，159，187など
[２年] p.13，45，63，67，121，145，173，181など
[３年] p.7，31，33，75，99，123，127，191など

	
	■豊富な観察・実験の素材
・より主体的に観察・実験を進めることができるように，複数の素材・方法から，興味・関心に応じて選択して進められる観察・実験(選択タイプの観察・実験)を設定しています。
・「別の方法にトライ」マークで，材料や方法を変えた観察・実験を紹介しているものもあります。これは，補充的な学習で利用できます。
	●選択タイプの観察・実験
[１年] p.17，123，128-129など 
[２年] p.31，156-157など
[３年] p.88-89，140-141など
●別の方法にトライ
[１年] p.37，59，119，171など
[２年] p.76，181など
[３年] p.7，61，197など

	
	■自由試行型の実験
・実験の方法や必要な器具などを生徒が考えて進める実験や，素材を自由に扱いながら調べる実験を設定しています。
	[１年] p.111，128-129
[２年] p.213
[３年] p.165   

	２．安全面に十分配慮し，確実に観察・実験を進めることができるか。
	■一目でわかる注意
・安全に配慮する事項を，観察・実験枠の左上に，安全マーク(８種類)として示し，観察・実験中はつねにそのことに注意をはらいながら行っていけるようにしています。
	●安全マーク
各学年の「この教科書(本冊)の使い方」で紹介しています。


	
	■丁寧な注意書き
・平成18年度用からの実験も見直して方法などの改善を行い，注意マークによる注意書きも丁寧に記述しています。
・実験をうまく進めるためのコツも，マーク化して丁寧に説明しています。
	●注意マーク

[１年] p.17，37，81，111，176など

●コツマーク

[１年] p.17，123など
[２年] p.63，156，181など

	
	■安全指導に役立つ資料の充実
・実験を正しく安全に進めるための注意や一般的な器具の使い方は１年のサイエンス資料で丁寧に説明し，２年でも重要な点は繰り返し説明しています。
・教科書で使用するおもな薬品の性質とそれらに関する安全上の注意事項は，各学年に「教科書に登場するおもな物質や薬品の性質(サイエンス資料)」として丁寧に解説しています。
	●サイエンス資料

[１年] p.98-105(実験を正しく安全に進めるために) 
[２年] p.106(危険に備えて)， p.107(ガスバーナーの使い方)

	３. 観察・実験の基本的な技能を習得できるように配慮されているか。
	■観察・実験の技能の確実な習得
・基本的な技能の習得が確実に図れるように，よく使う顕微鏡やガスバーナーについては，関連単元の近くにサイエンス資料として紹介しています。
・特定の観察・実験で使う技能は，「実験の手引き」として，その観察・実験とセットで紹介しています。
	●サイエンス資料
[１年] p.12-13(ルーペ・双眼実体顕微鏡・顕微鏡の使い方)，p.104-105(実験を正しく安全に進めるために(ガスバーナーの使い方)) 
●実験の手引き
[１年] p.37，118，122，136，176など
[２年] p.7，13，120，167，180など
[３年] p.7，30，35，106，135など

	
	■観察・実験に関する表現力の育成
・レポート作成の手助けとなるように，「わたしのレポート」や「きみも科学者」のレポート例を設定しています。「わたしのレポート」では，赤文字でアドバイスを加え，よりポイントをわかりやすくしています。
・上記レポートのほか，結果の処理の例として，表やグラフを随所に示しています。また，グラフが正しくかけるように，「実験の手引き」にグラフのかき方も示しています。
	●レポートのかき方(わたしのレポート)
[１年] p.7，112
●レポート例(きみも科学者)
[１年] p.206-207 
[２年] p.222-223
[３年] p.232-233
●グラフのかき方(実験の手引き)
[１年] p.146，186-187

	４．観察・実験などの数や程度は適切か。
	■多様な授業に対応できる観察・実験の設定
・観察・実験などの活動は，必ず行ってほしい「生徒観察・実験」，演示実験や代替実験として，予備の時間などに利用できる「ためしてみよう」や「図示実験」，夏休みの自由研究や総合的な学習の時間で活用できる「科学の広場(活動)」や「きみも科学者のテーマ例」というように，用途や目的に応じて使いやすい形にしています。
・生徒観察・実験は授業時間内で生徒が主体的に実施でき，よい結果が得られるものを厳選しています。
	●生徒観察・実験  [１年] p.17，111など
●ためしてみよう  [１年] p.21，125など
●図示実験  [１年] p.61，169など
●科学の広場(活動)  [２年] p.75，211など
●きみも科学者のテーマ例
[１年] p.208-211
[２年] p.224-227
[３年] p.234-237

	
	
	


	５．器具・材料は入手しやすく，身近なものを使用しているか。
	■入手しやすく，使いやすい器具・材料
・生徒観察・実験の素材は，特殊なものは避けて，入手しやすいものを選んでいます。また，器具は安全かつ確実に実験を進めるために一般的なものを使用し，電子てんびんや簡易型の電気分解装置，気体検知管など，学校に普及し始めた使いやすいものも導入しています。
・「科学の広場(活動)」や「きみも科学者のテーマ例」などでは，生徒が家庭でも行えるように配慮し，身近な素材を用いたテーマも紹介しています。
	[１年] p.35，37，111，119，128-129，170-171，173，208-211など
[２年] p.19，45，67，75，121，149，193，211，224-227など
[３年] p.6-7，79，88-89，191，234-237など

	６ 今日的課題への対応
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．環境教育(ＥＳＤ：持続可能な開発のための教育)について，適切に取り上げられているか。
	■環境教育(ＥＳＤ：持続可能な開発のための教育)
・１年の巻頭を，「水」をテーマにしたガイダンスページで始め，環境マークを付けて環境への意識を高める話題などを単元内で紹介しています。１・２年の巻末には「地域資料集」を新設し，各地方の多様な自然環境を紹介し，より多面的に地域の風土・環境への理解を深めるようにしています。
	[１年] p.①-④，139，154-155，212-237など

[２年] p.56-57，69，102-104，228-241など

[３年] p.95，103，169，179など

	
	■環境編

・３年の最終単元は，４つの領域を１つにした環境編としてまとめ，環境問題・環境保全，持続可能な社会の構築について，考察させるようにしています。
	[３年] p.181-231

	２．家庭学習への対応が図られ，理科好きな生徒に育てる工夫がされているか。

	■家庭学習への配慮

・本冊から取り外し可能な「マイノート」は，授業の復習など，家庭学習にも有効に利用できます。また，各学年の裏表紙には，生徒・保護者の方へのメッセージを掲載して，理科の魅力を家庭でも感じていただけるようにしています。
	[各学年] マイノート

[各学年] 裏表紙 この教科書で学習するみなさんへ・保護者の方々へ

	
	■自由研究への配慮

・各学年の巻末にある「きみも科学者」には，自由研究の進め方(探究の道しるべ)，レポート例，テーマ例を紹介しています。

	３．ＩＣＴ教育は，適切に行われているか。
	■ＩＣＴ教育

・コンピュータマークを付けて，コンピュータの活用例を適所で紹介し，ＩＣＴ教育への充実を図っています。

・授業をサポートするため，電子黒板に対応したデジタル教科書を発行予定です。
	[１年] p.47，145，238

[２年] p.158

[３年] p.53，143，218

	４．道徳，人権，国際理解教育への配慮は充実しているか。
	■道徳・人権への配慮

・色覚の特性を問わず，すべての生徒が支障なく学習できるように，カラーユニバーサルデザインを採用しています。また，弱視生徒のために，文字の大きさを変えた３種類の拡大教科書を発刊します。
・特別支援を要する生徒も，順を追って読み進めやすいレイアウトと落ち着いた配色を心がけています。
・イラストや写真では，男女の登場する比率や男女の役割がかたよらないように配慮しています。
※真理を求める態度，公共の精神，伝統と文化の尊重など，道徳に関する観点については，「１ 理科の目標」－「１.教育基本法」の項をご参照ください。
	●カラーユニバーサルデザイン

[１年] p.⑦(インデックス)，41，90-91，124，136など

[２年] p.7，84-85，116，135，144など

[３年] p.14，98，166-167など
●男女の登場する比率や役割

[１年] p.2-6，97-98，204-205など

[２年] p.26-27，106，192-195など

[３年] p.89-91，148-149，160-161など

	
	■国際理解教育
・持続可能な社会を実現するためには，国内だけではなく，各国が協力して課題に取り組む必要があることを示しています([３年] p.230-231)。

	７ 地域性
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．地域の自然環境や施設，人材を活かした学習ができるように配慮されているか。
	■地域資料集
・「生命・地球編」の内容に関連して，１年ではp.212-237，２年ではp.228-241に「地域資料集」を新設するなど，地域の特色を活かした学習を可能にする資料を充実させ，身近な自然に興味をもち，大切にする態度を育むことができるようにしています。

	　
	■地域施設や人材を活かした学習
・図書館や科学館，博物館などの各種地域施設の活用を積極的に取り入れ，地域に根ざした学習ができるように配慮しています。

・身近な人に話を聞いて，学習に活かす場面を設けています。
	●地域施設を活用した学習

[１年] p.51，58，73，76-77，217，221，228など

[２年] p.37，104，199，203，230，234，236，238，243など

[３年] p.29，205，217，237など

●人材を活用した学習（はたらく人に聞いてみよう）
[１年] p.32，139

[２年] p.26，81，160，217

[３年] p.95，113，187，193

	８ 表記・表現
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．文章表現や用語の解説は，論理的でわかりやすく，正確か。
	■論理的でわかりやすい文章
・正確性に十分配慮しながら，平易・簡潔に表現しています。

	
	■用字・用語の正確性，新常用漢字表に対応
・理科用語や記号は，学習指導要領，学術用語集，ＪＩＳなどにしたがって，適切に表記しています。

・新常用漢字表に沿った漢字表記にしています。また，小学校６年生以降に学習する漢字には，節の初出箇所でふりがなを付けるなどして工夫しています。

	
	■文体の工夫
・「科学の広場」，「はたらく人に聞いてみよう」，「科学偉人伝」，「先人の知恵袋」のような生徒の興味をひく読み物では，敬体文を用いたり，マイノート内の「基本のチェック」，「力だめし」，「学年末総合問題」などの設問では，問いの語尾が命令形になったりしないよう配慮しています。
	[１年] p.46，48，75，120，139，181，200など

[２年] p.54，69，100，127，147，194，218など

[３年] p.19，20，46，66，92-93，103，113，132など

[マイノート1年] p.5，7，9，11，12-14，50-51など

	２．図や写真は鮮明で，学習効果を高めるように配慮されているか。
	■空間的な理解を助けるイラストなど
・平面的な図では空間的な理解が難しい場面には３Ｄの図を用いるなど，利用する目的や場面に応じて，適切なわかりやすい図にしています。
	[１年] p.30，41，56，88，92など

[２年] p.14，16，18-22，28-29，74，84-85，97，138-139，200など

[３年] p.8，40，50，64，118，119など

	
	■自然の美しさを伝える鮮明な写真
・自然の美しさや科学のすばらしさが伝わるように，写真は鮮明で美しく，資料性の高いものを効果的に用いています。
	[１年] p.③-④，14-15，16，23，26，27，50-51，76-77，82-83，212-213など

[２年] p.2-3，4，36-37，58-59，84-85，110-111，228-229など

[３年] p.①-②，2-3，9，10-11，26-28，38-39，47，68-69，122，198，230-231など

	３．デザインやレイアウトはわかりやすく，見やすいものになっているか。
	■わかりやすいマークで表示
・学習の過程の流れ(学習課題，予想してみよう，観察・実験，考えてみよう)や，観察・実験の注意などについては，わかりやすいマークで表示しています。

	
	■教科書の使い方を実際の紙面で例示
・「この教科書(本冊)の使い方」を新設し，実際の教科書紙面と照らし合わせながら，学習の流れや教科書中のマークをわかりやすく解説しています。
	[１年] p.⑤-⑥
[２年] p.③-④
[３年] p.③-④

	
	■本文と傍注
・学習の幹となる本文と，その補足を行う傍注に分かれた形を基本のレイアウトとして設定し，バランスがよく読みやすい文字の大きさや書体を選定し，視点が追いやすく，明瞭なデザインを心がけています。

	９ 印刷・造本
	
	

	観点
	啓林館の特色
	

	１．印刷は鮮明か。
	・写真の印刷効果の高い用紙を使用し，目にやさしく，読みやすい紙面になるように，光沢を抑える工夫を行っています。

	２．文字は読みやすいか。
	・文字の大きさや書体，字間，行間の設定にあたっては，生徒にとって読みやすく，なじみやすいものを選ぶように配慮しています。文字の大きさや書体などの軽重の付け方も，タイトルや重要語句，学習課題など用途に応じてわかりやすく区別しています。また，１年序章（[１年] p.2-11）では文字の大きさを小学校の教科書程度に大きくするなど，発達段階にも配慮しています。

	３．耐久性は十分か。
	・持ち運びの負担を配慮した一方で，生徒の取り扱いや，理科室での使用など長期間の使用に耐えうる軽くて丈夫な用紙を用い，堅牢な造本をしています。

	４．造本上の工夫はされているか。
	・教科書を広げやすく，書き込みしやすい製本様式を採用しているため，紙面をより大きく有効活用できています。

・「本冊」と「マイノート」の２冊構成により，本冊を参照しながらマイノートに書き込む作業を行うことができます。また，マイノートを回収することで，生徒の学習履歴や定着度を確認することもできます。

	５．環境への配慮はされているか。
	・環境に配慮して，再生紙を用い，植物油インキを使用して印刷しています。


観察・実験などの活動数   ( )内は，そのうちの発展のもの


種類�
１年�
２年�
３年�
�
生徒観察・実験�
24�
29�
21�
�
ためしてみよう�
14�
11�
11�
�
図示実験�
25�
16�
14(1)�
�
科学の広場(活動)�
2�
5(1)�
4(1)�
�
きみも科学者のテーマ例�
18(4)�
18(2)�
15(3)�
�









